
セキュリティ強化も端末管理もまるごと効率化

クラウドで手軽に始めるIT資産管理
ゾーホージャパン株式会社
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会社紹介

ZOHO Corporation Pvt. Ltd

⚫ 1996年、ベル研究所出身の技術者がアメリカのニュージャージー州に

Advent Network Managementを設立（後に社名変更）

⚫ 社員数1万800名（2022年5月時点）
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会社紹介

ゾーホージャパン株式会社

⚫ 南インドに拠点を構えるZoho Corporationの日本法人

⚫ 2001年9月設立

⚫ 社員数106名（2022年10月時点）
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製品紹介

世界28万社が利用する
IT運用管理ソリューション

世界7500万人が利用する
クラウド型ソリューション
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ManageEngineとは

2022年、ManageEngineは20周年を迎えました

企業向けのIT運用管理ソリューション

⚫ ネットワーク監視ツール、特権ID管理ツール、

統合エンドポイント管理ツールなど、

20以上の製品を単一のブランドで提供

⚫ 中堅・中小企業でも導入しやすい

圧倒的にコストパフォーマンスのよい価格帯

⚫ 全世界28万社以上の組織で導入実績あり

日本市場では2004年から販売開始
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ManageEngine 製品一覧
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本日のアジェンダ

1. IT資産管理の必要性

2. これからのIT資産管理を最適化するには

3. 統合エンドポイント管理ツール Endpoint Centralのご紹介

4. よくあるご質問

1．IT資産管理の必要性
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IT資産管理とは

正確かつ最新の情報を管理することが重要です

IT資産管理（ITAM）とは、組織内にあるIT資産の利用状況を管理する活動のことです。

ハードウェア

サーバー、クライアントPC、タブレット、スマートフォン

ソフトウェア

OS、アプリケーション

ライセンス

保有ライセンス数、実際の利用数、紙または電子の使用許諾契約書
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IT資産管理の目的

セキュリティ対策を実施するための前提としてのIT資産管理の重要性が高まっています

コストの削減 コンプライアンス違反の防止 セキュリティ対策の強化

ITシステムの導入や維持管理にかかる
総費用を削減する

ライセンスの利用実態を把握し
ライセンス違反を予防する

ソフトウェアの利用状況を把握し
必要な対策を施す
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テレワークセキュリティガイドライン

テレワーク中のセキュリティ対策を行うためにも、IT資産管理は必須です

テレワークに必要なセキュリティ対策として「資産・構成管理」が取り上げられています。

管理者が
実施すべき
基本対策

テレワーク端末を管理する台帳を整備する。また、
管理対象となるテレワーク端末について、利用状況
（シリアルナンバー、OS種別・バージョン情報、使
用アプリケーション、パッチ適用状況、利用者、所
在等）を必要に応じて管理・把握する。

p.69から 「資産・構成管理」

※総務省「テレワークセキュリティガイドライン」をもとに作成

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/cybersecurity/telework/
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本日のアジェンダ

1. IT資産管理の必要性

2. これからのIT資産管理を最適化するには

3. 統合エンドポイント管理ツール Endpoint Centralのご紹介

4. よくあるご質問

2．これからのIT資産管理を最適化するには
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これまでのIT資産管理ツール

パッケージソフトウェアが主流でしたが、ここ近年でSaaSの割合が高まってきています

66.7

16.7 16.7

51.9

18.2
29.9

46.8

21.4
31.8

0

10

20

30

40

50

60

70

パッケージソフトウェア クラウド 検討中・わからない

2019 2021 2022

※キーマンズネット「IT資産管理ツールの導入状況（2022年）／前編」、
「IT資産管理ツールの導入状況（2021年）／前編」、「IT資産管理ツールの導入状況（2019年）／前編」をもとに作成

https://kn.itmedia.co.jp/kn/articles/2211/10/news009.html
https://kn.itmedia.co.jp/kn/articles/2110/21/news058.html
https://kn.itmedia.co.jp/kn/articles/1905/09/news002.html
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従来型のIT資産管理ツールの課題

テレワーク増加により、これまでのIT資産管理ツールに使いづらさを感じる企業が増えています

社内ネットワーク外の
テレワーク端末を管理できない

管理サーバー

社内ネットワーク

スマートフォンやタブレットの
一元管理ができない

1

2
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これからのIT資産管理を最適化するには

SaaS型の統合エンドポイント管理ツールの活用がおすすめです

社内ネットワーク外の
テレワーク端末も管理できる

https（インターネット）

スマートフォンやタブレットも
同じツールで一元管理できる

1

2
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本日のアジェンダ

1. IT資産管理の必要性

2. これからのIT資産管理を最適化するには

3. 統合エンドポイント管理ツール Endpoint Centralのご紹介

4. よくあるご質問

3．統合エンドポイント管理ツール Endpoint Centralのご紹介
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統合エンドポイント管理ツール Endpoint Centralとは

世界3万社以上の導入実績をもつ統合エンドポイント管理ツールです

サーバー・クライアントPC・モバイルデバイスの一元管理に対応
IT運用管理ソリューションManageEngineの統合エンドポイント管理ツール・・・

2005 2020 2023

グローバルにてDesktop 
Central オンプレミス版
の販売スタート

グローバル・日本国内
にてDesktop Central 
クラウド版（SaaS）の
販売スタート

Desktop Centralから
Endpoint Centralに
リブランディング予定
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3つの特徴

それぞれの特徴について順番にご紹介します

多様な端末の管理に対応 SaaSでの利用が可能 コストパフォーマンスのよい価格帯
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特徴①｜多様な端末の管理に対応

サーバー・PC・モバイルデバイスを1つのコンソールでまとめて管理できます

サーバー

Windows Server, Linux

クライアントPC

Windows, macOS, Linux

モバイルデバイス

iOS, Android, iPadOS, ChromeOSなど

※Endpoint Centralで管理できるOSの詳細は「動作環境・システム要件」ページで確認できます

https://www.manageengine.jp/products/Desktop_Central/system-requirements.html
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特徴②｜SaaSでの利用が可能

テレワーク中の端末管理にも、VPN接続は必要ありません
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特徴③｜コストパフォーマンスのよい価格帯

コストパフォーマンスの高さに定評のある製品です

パッチ管理

ソフトウェア配布

インベントリ管理

モバイルデバイス管理

電源管理

システムマネージャー

リモートコントロール

USB制御

スクリプト配布

＜＞

年間19.8万円～すべての機能を利用可能

※50台のコンピューターを管理する場合の月額換算費用。詳細は「価格」ページで確認できます

＝コンピューター1台あたり月額約330円～ ゾーホーによるサポート込み

https://www.manageengine.jp/products/Desktop_Central/pricing.html
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参考｜1ライセンスあたりの導入コスト

コストパフォーマンスの高さに定評のある製品です

34.4

29.9

9.7

11.7

7.1

1.9

5.2

1000円未満

1000～3000円未満

3000～5000円未満

5000円～1万円未満

1万～1万5000円未満

1万～5000円～2万円未満

2万円以上

※キーマンズネット「IT資産管理ツールの導入状況（2022年）／前編」をもとに作成

https://kn.itmedia.co.jp/kn/articles/2211/10/news009.html
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本日ご紹介する機能

テレワーク中の情シス業務効率化やセキュリティ強化に役立つ機能をご紹介します

インベントリ管理機能

テレワーク端末のトラブルシューティングに時間がかかる。テレワーク端末の管理台帳を整備できていない。

リモートコントロール機能

データの不正持ち出しが心配。

USB制御機能

アップデートを放置しているユーザーがいないか不安。

パッチ管理機能
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機能①｜インベントリ管理

インベントリ情報を自動収集し、管理台帳の作成を強力にサポートします

テレワーク端末の管理台帳を整備できていない。
IT資産管理ツールやMDMツールを複数利用しており、
管理に手間がかかる。

エージェントまたはアプリのインストールにより、
テレワーク端末やモバイルデバイスを含む端末の利用状況
を自動的に収集する。



[インベントリ] > [PC]

CPU型番、メモリ容量、USB使用履歴などのハードウェア情報と、
インストールされているOSやアプリケーションの名称、 バージョンなどのソフトウェア情報を自動的に収集します。



[インベントリ] > [PC]

横軸に並んでいる項目は一例です。
任意の項目を選択し、自由に並べ替えることもできます。



PDF、CSV、XLS形式でエクスポートすることも可能です。

[インベントリ] > [PC]



[モバイルデバイス管理] > [インベントリ]

モバイルデバイスのインベントリ情報も、コンピューターと同じように一覧表示されます。
PDF、CSV、XLS形式でのエクスポートも可能です。
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機能①｜ライセンス管理も実施可能

ライセンスを適切に管理し、無駄なコストの発生やコンプライアンス違反を防ぎます

ライセンスの保有数と
実際のインストール数を把握できていない。
定期、不定期的に行われる監査への対応ができていない。

保有ライセンスの名称、 数量、有効期限などを登録。
実際にソフトウェアをインストールしているPCの台数を
自動的に検出する。

購入数
インス
トール数

残り

5 4 1



[レポート] > [インベントリレポート] > [ライセンスの確認]

ライセンスごとの購入数や残数が、ひと目でわかります。



[インベントリ] > [アラートの設定]

インストール数が保有数を上回った時や、
有効期限が切れる前に通知メールを送付できます。

メールの件名、本文はカスタマイズ可能です。
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本日ご紹介する機能

テレワーク中の情シス業務効率化やセキュリティ強化に役立つ機能をご紹介します

インベントリ管理機能

テレワーク端末のトラブルシューティングに時間がかかる。テレワーク端末の管理台帳を整備できていない。

リモートコントロール機能

データの不正持ち出しが心配。

USB制御機能

アップデートを放置しているユーザーがいないか不安。

パッチ管理機能
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機能②｜リモートコントロール

遠隔地のコンピューターのトラブルシューティングも円滑に進められます

テレワーク端末のトラブルシューティングに時間がかかる。
テレワークユーザーのPCサポートが思うように進まない。

ユーザーの端末にリモート接続し、的確に状況を把握。
遠隔地からもスムーズにトラブルシューティングを実施。



管理端末の画面を共有し、遠隔操作することが可能です。

画面を一時的にブラックアウトしたり
マウスやキーボード操作を無効化したりしながら、
トラブル対応を進められます。

[ツール] > [リモート制御]



[ツール] > [リモート制御]

コマンドプロンプトや、イベントビューアー、
デバイスマネージャー、タスクマネージャーなどを
管理者側から操作できます。

チャットやビデオ通話を
実施することも可能です。



[ツール]

システムマネージャー機能を活用すると、
画面共有なしで、より手軽にトラブルシューティングを進めることができます。



[ツール] > [システムマネージャー]

画面共有せずに、コマンド実行やプロセスの停止を行うことも可能です。
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本日ご紹介する機能
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インベントリ管理機能
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データの不正持ち出しが心配。

USB制御機能

アップデートを放置しているユーザーがいないか不安。

パッチ管理機能
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機能③｜USB制御

業務に必要ないUSBデバイスの利用を制御し、セキュリティレベルを向上します

データの不正持ち出しが心配。
USBデバイスを介したウイルス感染リスクを低減したい。

業務で必要なUSBデバイスのみに利用許可を付与。
ユーザーが自由にUSBデバイスを利用できる状態を防ぐ。
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設定イメージ

業務に必要ないUSBデバイスの利用を制御し、セキュリティレベルを向上します

営業部

技術部

営業部

特定の部署にのみ利用許可を与える。 特定のデバイスにのみ利用許可を与える。

業務用USB

私用USB



[構成] > [Windows] > [USB制御]

デバイスの種類ごとに利用を制限できます。



[構成] > [Windows] > [USB制御]



[USB制御] > [デバイスを除外する]

インスタンスIDを登録すると、
特定のデバイスのみに利用許可を与えられます。
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機能④｜パッチ管理

手間のかかるパッチ管理を自動化し、組織のセキュリティを強化します

アップデートを放置し続けているユーザーがいないか心配。
OSのサポート期限が切れた端末がないか気掛かり。

テレワーク端末を含むPCのパッチ適用状況を可視化。
指定の曜日、時間帯で管理者側からパッチを配信する。
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パッチ管理機能の強み

マルチOSと850種類以上のアプリケーションのパッチ管理に対応しています

※一部のみ抜粋しています。全てのソフトウェアは「対応OS/アプリケーション一覧」にてご確認ください。

Windows
11 / 10 / 8.1

Mac
12-Monterey / 11-Big Sur / 

10.15–Catalina

Windows Server
2022 / 2019 / 2016 / 2012 

/ 2012 R2 など

Linux
Red Hat Enterprise Linux / 

SUSE Linux / CentOS / 
Ubuntu / Debian など

Microsoft Office
Office 2019 / 2016 / 2013 / 

Microsoft 365 など

Webブラウザー
Google Chrome / 
Mozilla Firefox など

サーバー系
Apache / Bind / MySQL / 
OpenSSH / PostgreSQL / 

Ruby / Python など

その他
Adobe Acrobat Reader DC /
Microsoft Teams / Zoom など

OS

App

https://www.manageengine.jp/products/Desktop_Central/patch_management_supported_application.html
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パッチ管理機能の強み

一連のパッチ管理サイクルを自動化・効率化します

①脆弱性情報の収集 ②適用すべきパッチの特定 ③パッチのダウンロード

⑥パッチ適用状況の確認 ⑤パッチの配布 ④パッチ適用テスト
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パッチ管理機能の強み

一連のパッチ管理サイクルを自動化・効率化します

①脆弱性情報の収集 ②適用すべきパッチの特定 ③パッチのダウンロード

⑥パッチ適用状況の確認 ⑤パッチの配布 ④パッチ適用テスト



[パッチ管理] > [設定] > [パッチDBの設定]

管理したいパッチの種類にチェックを入れるだけで、
最新の脆弱性情報を毎日自動的に収集出来ます。



[パッチ管理] > [設定] > [パッチDBの設定]

管理したいパッチの種類にチェックを入れるだけで、
最新の脆弱性情報を毎日自動的に収集出来ます。
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パッチ管理機能の強み

一連のパッチ管理サイクルを自動化・効率化します

①脆弱性情報の収集 ②適用すべきパッチの特定 ③パッチのダウンロード

⑥パッチ適用状況の確認 ⑤パッチの配布 ④パッチ適用テスト
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設定イメージ

ユーザーの業務時間を考慮した配布設定が可能です

グループごとに、指定の曜日・時間帯でパッチを配布できます

営業部

技術部

11:00～16:00

19:00～24:00
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パッチ管理機能の強み

一連のパッチ管理サイクルを自動化・効率化します

①脆弱性情報の収集 ②適用すべきパッチの特定 ③パッチのダウンロード

⑥パッチ適用状況の確認 ⑤パッチの配布 ④パッチ適用テスト



[パッチ管理] > [レポート] > [システムステータスレポート]

管理中のコンピューターのパッチ適用状況を一覧で確認できます。
欠落パッチとは、Endpoint Centralでパッチ情報を収集したが、
管理中のコンピューターにはインストールされていないパッチのことです。



[パッチ管理] > [ダッシュボード]

管理端末のOSのバージョンなど、
管理者にとっての重要情報も
手軽に確認することが可能です。
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本日ご紹介する機能

テレワーク中の情シス業務効率化やセキュリティ強化に役立つ機能をご紹介します

インベントリ管理機能

テレワーク端末のトラブルシューティングに時間がかかる。テレワーク端末の管理台帳を整備できていない。

リモートコントロール機能

データの不正持ち出しが心配。

USB制御機能

アップデートを放置しているユーザーがいないか不安。

パッチ管理機能
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テレワークユーザーの勤怠状況がわからない

ログイン履歴やシステム稼働時間を一覧表示できます。

[レポート] > [システム稼働時間レポート]

コンピューターごとに
1日の稼働時間などを確認できます。
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モバイルデバイス紛失時の対策ができていない

端末の位置情報の確認や、リモートロック・ワイプが可能です。

[モバイルデバイス管理] > [インベントリ] > [Geoトラッキング]
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ソフトウェア配布に手間がかかる

[セルフサービスポータル]

ユーザーは管理者権限なしで、
セルフサービスポータルからソフトウェアをインストールすることが可能です。

ユーザー用のセルフサービスポータルに任意のソフトウェアを公開できます。



© ZOHO Japan Corporation. All rights reserved. 59

特徴③｜コストパフォーマンスのよい価格帯

コストパフォーマンスの高さに定評のある製品です

パッチ管理

ソフトウェア配布

インベントリ管理

モバイルデバイス管理

電源管理

システムマネージャー

リモートコントロール

USB制御

スクリプト配布

＜＞

年間19.8万円～すべての機能を利用可能

※50台のコンピューターを管理する場合の月額換算費用。詳細は「価格」ページで確認できます

＝コンピューター1台あたり月額約330円～ ゾーホーによるサポート込み

https://www.manageengine.jp/products/Desktop_Central/pricing.html
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導入事例

様々な業界、企業規模でご利用いただいている製品です

グローバルで

3万社を

超える組織が導入

様々な業界、企業規模でご利用いただいております

本社導入実績
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導入事例

国内導入事例はWebページに掲載しています

※国内導入事例ついては「統合エンドポイント管理ツールの導入事例」をご参照ください

https://www.manageengine.jp/products/Desktop_Central/case-studies.html
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無料のオンライン相談

申し込みフォームより、まずはお気軽にお申込みください

ご要件に沿った説明を受けられます

https://www.manageengine.jp/online_meeting/

⚫ 製品担当者による相談会を無料で実施いたします

⚫ PC画面を共有するため、実際の製品画面や使用感がわかります

⚫ 気になる点やご不明点について、その場で解消いたします

https://www.manageengine.jp/online_meeting/
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すぐに試せる評価版

Endpoint Centralの機能・操作感をぜひお試しください

無料ですべての機能が試用できます

https://www.manageengine.jp/products/Desktop_Central/download.html

⚫ クラウド版／オンプレミス版どちらもご試用可能

⚫ 評価版ご利用期間中に限り、技術サポートを無料で提供

⚫ 試用開始後30日経過すると無料版に自動的に切り替わります

https://www.manageengine.jp/products/Desktop_Central/download.html


© ZOHO Japan Corporation. All rights reserved. 64

すぐに試せる評価版

クラウド版ならアカウントを作成するだけで、手軽に使い始められます

①赤色ボックス
「評価版」をクリック

②クラウド版の
「サインアップ」をクリック
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すぐに試せる評価版

クラウド版ならアカウントを作成するだけで、手軽に使い始められます

③フォームに基本情報を登録し
「評価を開始」をクリック

※日本国内のデータセンターも
利用可能です
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本日のアジェンダ

1. IT資産管理の必要性

2. これからのIT資産管理を最適化するには

3. 統合エンドポイント管理ツール Endpoint Centralのご紹介

4. よくあるご質問4．よくあるご質問
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よくあるご質問①

エージェントがインストールできない対象は、Endpoint Centralでは管理できません

ネットワーク機器を管理することは
できますか？

いいえ、管理できません。
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よくあるご質問②

Endpoint Centralのパッチ管理機能のみを切り出した製品もございます

パッチ管理機能だけを
購入できませんか？

Patch Manager Plusをご検討ください。
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パッチ管理ツール「Patch Manager Plus」

Patch Manager Plusの機能はEndpoint Centralのパッチ管理機能と同じです

パッチ管理

ソフトウェア配布 インベントリ管理

モバイルデバイス管理

電源管理

システムマネージャー

USB制御

スクリプト配布

リモートコントロール＜＞

※Patch Manager Plusの詳細については、こちらの製品紹介ページをご覧ください。

https://www.manageengine.jp/products/Patch_Manager_Plus/
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よくあるご質問③

Endpoint Centralは操作ログの取得には対応していません

ユーザーの操作ログは取得できますか？

いいえ、取得できません。
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お問合せ先

IT資産管理に関する現在の課題やお悩みごと等、ぜひご相談ください

ゾーホージャパン
株式会社

ManageEngine 営業担当

神奈川県横浜市西区みなとみらい三丁目6番1号
みなとみらいセンタービル13階
TEL：045-319-4612
Email：jp-mesales@zohocorp.com
https://www.manageengine.jp/

特徴がわかる
概要資料

https://www.manageengine.jp/
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